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Ⅰ．ごあいさつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ．環境経営システムを維持し、継続的に改善していきます。

２ ．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

３ ．二酸化炭素排出量の削減を推進します。（電力、ガソリン、軽油、灯油）

４ ．廃棄物の削減とリサイクルを推進します。

５ ．水使用量の削減を推進します。

６ ．環境に配慮した施工を推進します。

7 ．人材の確保と育成に努めます。

8 . 本方針を全従業員に周知徹底します。

2011年10月1日

改定日：

当社は、企業理念である“地域社会に奉仕する”に基づいて、土木工事、建築工事の各事業
分野において、地球環境の保全のために、環境負荷の一層の低減を図るべく、全社一丸と
なって、自主的・積極的に環境への取組を推進します。

環境経営方針

制定日：

改定日： 2021年10月1日

2019年4月1日

中川　勝代表取締役社長

中一建設株式会社は、昭和５９年の設立以来、総合工事業を通して地域社会の発展に尽力し
てまいりました。全従業員が地球環境の保全の重要性を認識し、環境負荷の低減に努めるこ
とにより、美しい国土の維持、人と環境が共存する社会を目指して取り組んでまいります。



Ⅱ．組織の概要

（１） 名称及び代表者名
中一建設株式会社
代表取締役社長　　中川　勝

（２） 所在地
本　　　社　　　〒671-4121　兵庫県宍粟市一宮町福中２２７〒671-2116　兵庫県姫路市夢前町寺112番地
資材置場 〒671-2116　兵庫県姫路市夢前町寺133番地
　(倉庫含む)

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 前川　拓郎
担当者 松下　ゆかり
連絡先 TEL: 079-335-0195

FAX: 079-335-3590

（４） 事業内容
土木工事業、建築工事業、大工工事業、とび・土工工事業、屋根工事業、水道施設工事業
タイル・れんが・ブロック工事業、鋼構造物工事業、舗装工事業、内装仕上工事業
解体工事業

兵庫県知事許可　(特－３) 第455294号許可年月日
有効期限

管工事業、造園工事業
兵庫県知事許可　(般－３) 第455294号許可年月日

有効期限

産業廃棄物収集運搬業(積替え・保管を含まない)
兵庫県知事許可　第02802029186号　　許可年月日

有効期限　
許可品目：木くず、がれき類(石綿含有産業廃棄物を含む)

（５） 事業の規模
設立
資本金 3,500万円
売上高　　　　　 （2021年度)

従業員　　　　　 名 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡ ㎡

㎡ ㎡

自社所有車両

（６） 事業年度
10 月 1 日 ～ 9 月 30 日

Ⅲ．認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 中一建設株式会社
対象事業所： 本社、資材置場
対　象　外： なし
活　　　動： 総合建設

軽ダンプ
3tダンプ
4tダンプ

1クローラーキャリア

バックホウ

14tユニック

バックホウ 1 0.25㎥

振動ローラー
タイヤローラー
バックホウ
バックホウ

バックホウ

名称

63.31
20

重　機

平成32年3月15日
平成37年3月14日

59,483 万円

昭和59年2月6日

台数
1

平成38年12月24日
平成33年11月22日

平成33年11月22日
平成38年12月24日

本社 資材置場
0
0

1
1
1

1
1
1

2

4,595

合計
20

63.31
4,595

型式・性能

0.8㎥
0.5㎥
0.28㎥

0.14㎥
0.1㎥

平積:1.4㎥　山積:2.3㎥

区分

運搬車両

バックホウ
バックホウ
バックホウ

敷地面積　

1

1
1
1

0.02㎥
0.066㎥



Ⅴ．環境経営組織図及び役割・責任・権限表

代表取締役社長

土木部事務部

建設現場

代表者（社長）

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・経営における課題とチャンスの明確化

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備
・環境管理責任者を任命
・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

環境事務局

・環境関連法規等取りまとめ表の作成、遵守評価の実施

・特定された項目の運用管理

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

・緊急事態対応手順のテスト、訓練を実施、記録の作成

・工事担当者及び協力会社員に対する教育訓練の実施

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直しを実施
・環境経営レポートの承認

・環境経営システムの構築、実施、管理

・緊急事態対応手順のテスト、訓練の指導及び総括

建築部

建設現場

工事責任者
（工事代理人）

全従業員

・緊急事態対応訓練の実施、記録の作成
・建設現場での問題点の発見、是正、予防措置の実施

・建設現場の環境経営計画の実施及び達成状況の報告

・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・建設現場における環境経営システムの実施

役割・責任・権限
・環境経営に関する統括責任

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

部門長

環境事務局

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境活動の取組結果を代表者へ報告
・環境経営レポートの確認
・環境管理責任者の補佐
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境活動の実績集計

環境管理責任者

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・環境経営レポートの作成、公開（事務所への備付けと地域事務局への送付）
・特定された項目の手順書作成（緊急事態への対応を含む）

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

環境管理
責任者

中川　勝

・環境教育訓練計画の作成と実施の管理

・自部門における環境経営システムの実施
・自部門における環境方針の周知



Ⅵ．主な環境負荷の実績

※二酸化炭素排出係数　2018年度の関西電力の調整後係数 kg-CO2/kWhを使用。

Ⅶ．環境経営目標及びその実績

〇

〇

✕

〇

✕

✕

×

✕

22,460 19,212 13,252

L

二酸化炭素総排出量 180,672

上記二酸化炭素排出量合計

灯油の削減

電気使用量

ガソリン使用量

廃棄物排出量

kg-CO2 91,472

基準年度比

90,557
一般廃棄物の削減

397

基準年度比

636

28,326

L

15,083

30

163

1,143

15,663L

340

0.334

項　目 2019年 2020年 2021年

18,205

91,472

L 405 401

kg-CO2 113,192

L 49,811

灯油使用量

ｋWh

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目
電力の削減

軽油使用量

38 30㎥

15,782 15,982

kg 213 211

基準年度比

86%

99.0%

2021年

99.0%

L 18,205 18,023

基準年度比 2020年

15,822

13,252

2020年 99.0%

69%

113,192

ｋWｈ

リサイクル率の向上

※化学物質の使用はありません。

30 30

基準年度比 2020年 99.0%

基準年度比 2020年 1.2%
水道水の削減

98%

98%

（目標）
評
価（実績） （目標）

総排水量

278405

317

414

課題を解決しチャンス
を活かす取組

87%

環境に配慮した工事の
推進

17,659

97.0%

89,642

209

2020年 99.0%

29

2.4%

98%

行動目標（次項による）

㎥

393

2020年 99.0%

88,728

行動目標（次項による）

％

ガソリンの削減

軽油の削減

156%

28,326

94%

15,083

278

15,50315,982

98%基準年度比 2020年

ｔ

ｋｇ

単位

産業廃棄物排出量

一般廃棄物排出量 203

97.0%

17,841

98%

69%

18,636

97.0%

97%

98%

2022年基準値

19,212

2023年

19,020 18,828

（基準年) （目標）

317

149%

80.6%

-4%

30

100%

207

97.0%

3.5%

29

97.0%

88%85%

様式

リンクしています。

ない項目は行を非表示し

てください。また、環境経

営計画書で追加した項目

は再リンクしてください。



Ⅷ．環境経営計画の取組結果とその評価

数値目標：○達成　×未達成

活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

二酸化炭素排出量の削減

種類

割合

電力の削減

・未使用電源オフ
・冷房設定温度２８℃
・暖房設定温度２０℃

取組紹介欄

2020年

2021年

2018年度

31% 65% 0.6%

電力 ガソリン 灯油

２月
2,639

2016年度 2017年度

達成状況

4%

1,011

〇
○

1,676

2019年度事業年度

2,212 1,506

軽油

計画した活動はほぼ実行できた。次年度も左記活動を継続す
る。

１１月 １２月

819 1,504

１０月

1,536 1,406 1,069

数値目標

下記による

達成状況

2,808
３月

625
766

４月 ６月１月

達成状況

×

下記による

取り組み計画

数値目標

取組結果とその評価

取組結果とその評価、次年度の取組内容

下記による

113,192180,672 91,472二酸化炭素排出量(kg)

2020年度

2,129

○

8671,118 1,318 1,300679

○
○

７月 ８月

・電気製品省エネモード

778 1,129
５月 ９月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

1,156 1,114 1,299

電力

4%

ガソリン

31%
軽油

64%

灯油

1%

二酸化炭素排出量の内訳

0

50000

100000

150000

200000

二酸化炭素排出量(kg)

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

電力(kWh) 2020年 2021年



ガソリンの削減

取組紹介欄

2020年

2021年

軽油の削減

取組紹介欄

2020年

2021年

灯油の削減

取組紹介欄

2020年

2021年

○

0

・エコドライブの実行

１１月

0 69

１１月

○

１０月

達成状況

〇
○

○

0 20
220

１２月

1,569 1,888

・移動コースの効率化
・アイドリングストップの実行
・空気圧、オイル等の点検

数値目標

３月
808

１月 ２月

739 841 757 1,338
2,408 2,847 879

１０月 １１月 １２月 １月

238 20

達成状況

✕
○
○

達成状況

１０月

・適量積載

1,492 1,198 1,435 963 1,033

・無駄走行の見直し
・アイドリングストップ

数値目標

0

○

〇

0 0
0
0

845
４月

４月 ６月

1,593
2,609

３月

1,862

・タイヤ空気圧チェック
○

取組結果とその評価、次年度の取組内容
重機作業を伴う工事が多く目標未達成となった。
計画した活動は略実行できた。次年度も左記活動を継続す
る。

1,168 1,423 964

１２月

２月

2,351 6,544

取組結果とその評価、次年度の取組内容
計画した活動は略実行できた。次年度も左記活動を継続す
る。

９月５月 ７月 ８月

5,4054,821

0

389

４月 ６月１月 ２月

425

0 0
0

1,105

○

0

3,123

0

○

40

３月

1,738

９月５月
1,074 881

６月 ８月７月

0

数値目標
・不在時点火の抑制
・暖房設定温度２０℃
・部屋開放の禁止

1,287

0
0

1,711 994

５月

76

９月
1,596
1,102

○

1,5351,128
895

７月 ８月

773
1,736

1,232 1,150
1,504
1,181

1,258

取組結果とその評価、次年度の取組内容
計画した活動はほぼ実行できた。次年度も左記活動を継続す

0

500

1,000

1,500

2,000
ガソリン（L) 2020年 2021年

0

2,000

4,000

6,000

8,000
軽油（L) 2020年 2021年

0

100

200

300
灯油（L) 2020年 2021年



一般廃棄物の削減

取組紹介欄

2020年

2021年

取組紹介欄

取組紹介欄

2020年

2021年

取組結果とその評価、次年度の取組内容リサイクル率の向上

40

１月１０月

コンガラ、木くずの割合が多く、リサイクル率が高かった。
今後も左記活動を継続する。

達成状況

0

○

5

5
９月１１月

5
１月 ７月

24
0

１２月

0 5 05

0 5 0 5 0 5

６月
0 5 0

１２月
5

５月２月

計画した活動はほぼ実行できた。次年度も左記活動を継続す
る。

８月１０月

達成状況

・節水シールの貼付とポスター掲示
・節水の周知徹底

・分別に寄るリサイクルの推進
・仮設資材の再利用の促進

0 28 0 0

✕

×

水道水の削減
数値目標

数値目標

0
８月

0 0 5 0

７月
22 10

取組結果とその評価、次年度の取組内容

5

00

達成状況

55 0

○
○

○
○

38

・ミスコピーの防止

✕

0 0

○
△・分別によるリサイクルの推進

３月

３月 ４月

・裏紙使用

６月

数値目標

180

取組結果とその評価、次年度の取組内容
年末に在庫処分をしたため目標未達。次年度も左記活動を継
続する。

９月
37

59 10 0

４月 ５月
10

0
10

２月１１月

0

2

4

6 水道水（㎥） 2020年 2021年

0

50

100

150

200

１
０
月

１
１
月

１
２
月

１
月

２
月

３
月

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

一般廃棄物(㎏) 2020年 2021年



環境に配慮した土木建築工事

取組紹介欄

取組紹介欄

取組結果とその評価、次年度の取組内容

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容
○

○

達成状況

○

計画した活動を略実行できた。次年度も左記活動を継続す
る。

○

・社外講習会への積極的参加
課題を解決しチャンスを活かす取組

・社内技能講習会の実施
・資格取得の奨励

・粉塵、道路の汚れ、水の汚れ等の防止
・排ガス対応型機械の使用
・騒音・振動対策 実態調査により５１件の環境配慮工事ができたことが判明し

た。次年度も左記活動を継続する。

・廃棄物の適正処理

○
○
○



Ⅸ．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

道路
運送

車両の大きさ・重量、乗車の保安基準
車両の大きさ・重量、通行制限
車両からの積載物のはみ出し、安全運転管理者等
建築物等の分別解体義務、事前届出、特定建設資材廃棄物の再資源化義務

再生資源、建設工事副産物の再利用、再生資源利用計画書、実施記録の作成

特定建設作業の届出、規制基準の遵守
特定建設作業の届出、規制基準の遵守

低騒音・低振動型建設機械の使用の促進

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、環境法規制等への違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

Ⅹ．緊急事態対応訓練

指定された灰皿に吸殻を入れずポイ捨てし、火災が発生したことを想定
■実施日： ■実施場所：
■参加者： ■実施内容：

・通報訓練、避難訓練

■評価： 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子

Ⅺ．代表者による全体の評価と見直し・指示
中川　勝 実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり 実績を踏まえて見直す
実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

代表取締役社長

低騒音・低振動型建設機械の
規定

振動規制法
騒音規制法

建設業の再生資源利用省令

建設リサイクル法
道路交通法
道路交通法

消防法

(防火対象物)防火管理者の届出、消防計画の作成、避難訓練の実施、
消火設備・火災警報設備の点検整備、避難設備の維持
(危険物取扱所）設置許可、技術基準の遵守、危険物保安監督者の届
出、定期点検の実施と記録の保存

問題なく実施できた。
・たばこは所定の場所で喫煙すること。
・危険物保管場所は火気厳禁とする。
・消火器は誰でもが分かる位置に設置すること。

土木工事現場

廃棄物処理法 遵守

遵守

大気汚染防止法

緊急事態の想定：

フロン排出抑制法
業務用空調機、冷凍機器の廃棄時のフロン類の回収、定期点検の実
施、記録、記録の保管

2023年1月13日

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

保管基準遵守、収集運搬・処分業者との適正な契約、マニフェストの
交付・保存・確認交付状況等報告書の提出、特別管理産業廃棄物管理
責任者の選任

特定粉じん排出等作業の実施の届出、作業基準の遵守

　参加１７名

工事内容等により軽油の使用量、産業廃棄物の排出量が増えて目標が達成出来ません
でしたが、引き続き３Ｒなどの小さなことからコツコツと無駄をなくす取組を行い、
社会活動として定着していくよう全社員への徹底を図っていきます。

2022年6月10日　15:00～16:00




